
きめ細やかなサービスをCPS/IoTによって実現する次世代の市民サービスに重要な
データの相互利用とシステム間の連携を支援するデータ連携基盤の研究開発

Circle Core: データの相互利用と
システム間連携を実現するデータ連携基盤
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データ連携基盤： Circle Core
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データによって実世界の状態を把握することで
きめ細やかなサービスが実現可能になる．
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CPS/IoTで高度なサービスを実現するためには広
範囲の技術と多種多様なデータが必要．複数のシ
ステムの連携や一組織だけでは利用できるデータ
に限りがあるためデータの相互利用が重要に．
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Circle Core を通して
ユーザシステムAとB
は連携する
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Circle Core 同士は共有リンクに
よって容易にデータ共有が可能
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データの送受信を管理

Circle Coreを経由する
データはすべて記録可能

マルチプロトコル対応

MQTTで送ったデータ
をHTTPで取得可能

データ共有

センサから送られてきたデー
タに対してメタデータを付与．
センサが送信するデータ量を
少なくしつつ，システムが扱い
やすいデータに変換．

[6, 10, 8, 1502701768]

{ id: 6, x: 10, y: 8, 
timestamp: 1502701768 }

filter [id, timestamp]

指定するデータの
みシステムに送る

{id: 6, 
timestamp: 1502701768 }

{ id: 6, x: 10, y: 8, 
timestamp: 1502701768 }

{ id: 10, address: 0x00
timestamp: 1502701768 }

filter [id, timestamp]

{ id: 6, timestamp: 
1502701768 },
{ id: 10, timestamp: 
1502701768 }

例えば軌道データの場合

システム連携に必要なデータの形式，流れを管理．
またデータを保存することでデータベースとしても利用可能．

市民サービス
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